
図
書
目
録

八

五
箇
山
関
係
参
考
文
献
・

は
、
本
の
体
裁
や
内
容
を
箸
占
と
み
た
か
ら
で
あ
る
。

著
作
者
名
に
は
敬
称
を
付
け
な
か
っ
た
。
氏
名
の
下
に
著
と
あ
る
の

分
類
法
に
拠
ら
ず
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。

掲
載
に
当
っ
て
は
、
研
究
の
進
展
と
利
用
の
便
を
考
慮
し
て
、
図
苔

ま
た
は
、
解
説
を
加
え
て
紹
介
し
た
。

な
か
で
も
主
要
な
文
献
資
料
や
研
究
物
に
は
、
目
次
を
挙
げ
る
か

村
史
の
不
備
を
補
い
理
解
を
深
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
参
考
文
献
で
あ
る
。

Jれ
ら
の
す
べ
て
は
平
村
史
編
簗
の
西
料
と
み
な
し
て
よ
い
ほ
ど
、

刷
刊
行
物
お
よ
び
、
五
箇
山
を
研
究
対
象
と
し
た
出
版
物
な
ど
で
あ
る
。

J
こ
に
掲
載
す
る
文
献
賓
料
は
、
五
箇
山
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
印

凡

例
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参考文献図占n録
五

箇

山

誌

脇

悩

桑

敬

親

著

（

H刊
昭

1

6

)

五

箇

山

風

土

記

邸

桑

敬

親

老

（

日

刊

昭

2

0

)

五

箇

山

誌

高

桑

敬

親

著

（

日

刊

昭

2

6

)

五

箇

山

管

見

米

沢

康

（

民

芸

第

79牙
昭

3

0

)

五

箇

山

と

白

川

郷

米

沢

康

（

月

刊

北

日

本

6
|
9昭

31)

五

箇

山

と

北

九

州

米

沢

康

（

北

日

本

新

聞

昭

31、
6

、

1

5

)

五

箇

山

の

成

立

米

沢

康

（

北

H本
新

聞

昭

31、9
、

2

6

)

川

上

十

郷

と

五

箇

山

米

沢

康

（

北

日

本

新

聞

昭

32、

3、
2

2

)

越

中

五

筒

山

（

写

真

集

）

平

村

・

上

平

村

編

（

刊

昭

33昭

41昭
4

7

)

田

向

の

歴

史

五

箇

山

誌

ー

歴

史

的

背

屎

高

桑

敬

親

（

五

筒

山

総

合

調

究

報

告

刀

店

山

貼

教

T

i

委

且

会

刊

昭

33)

佐

渡

政

之

著

（

自

税

昭

3

6

)

五

箇

山

研

究

ノ

ー

ト

・

米

沢

康

著

（

越

飛

文

什

研

究

会

刊

昭

3

7

)

著

者

（

西

勝

寺

住

職

越

飛

文

化

研

究

会

主

宰

）

の

五

箇

山

研

究

論

稿

の

う

ち

か

ら

、

基

底

と

な

る

テ

ー

マ

の

分

を

選

択

し

て

刊

行

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

全

編

に

わ

た

っ

て

著

者

の

探

究

的

史

観

が

う

か

が

わ

れ

、

五

箇

山

研

究

の

指

標

を

提

示

し

て

い

る

。

第

一

部

は

中

央

学

界

で

の

発

表

論

文

六

編

。

第

二

部

は

地

方

史

伯

お

よ

び

学

会

誌

へ

の

論

文

九

糾

。

第

一

―

一

部

の

研

究

余

滴

は

新

聞

紙

上

な

ど

に

掲

載

さ

れ

た

寄

蔚

二

0編
。

第

四

部

で

は

、

五

箇

山

研

究

に

つ

ー

総
論

・
目
録

い

て

の

提

案

と

受

と

れ

る

論

証

と

、

広

範

囲

に

及

ぶ

研

究

者

の

研

究

を

紹

介

し

、

あ

る

い

は

経

過

を

述

べ

、

こ

れ

ら

関

係

文

献

日

録

を

終

店

の

第

五

部

に

あ

げ

て

あ

る

。

占

名

「

ノ

ー

ト

」

が

示

す

よ

う

に

著

者

に

と

つ

て

は

111脇の整
理

で

あ

ろ

う

が

、

こ

の

一

冊

は

瓦

箇

山

研

究

の

よ

き

手

引

占

と

な

っ

て

い

る

。

秘

境

越

中

五

筒

山

石

崎

直

義

著

（

北

国

出

版

礼

刊

昭

4

7

)

学

術

研

究

書

で

も

な

く

、

観

光

カ

イ

ド

ブ

ッ

ク

で

も

な

い

本

。

こ

の

一

冊

で

五

箇

山

の

歴

史

性

や

民

俗

性

な

ど

の

特

質

が

概

観

で

き

て

、

さ

ら

に

一

歩

探

索

へ

の

興

味

を

誘

い

、

郷

上

を

愛

す

る

心

佑

を

箕

え

さ

せ

る

本

。

著

者

の

こ

の

念

願

に

よ

っ

て

各

編

が

構

成

さ

れ

て

い

る

。

日

次

は

、

五

箇

山

の

四

季

、

山

人

の

さ

さ

え

、

産

物

の

い

ろ

い

ろ

、

む

か

し

の

く

ら

し

、

秘

採

の

交

通

、

民

謡

の

宝

比

、

民

話

と

伝

説

、

秘

撓

の

年

輪

、

新

し

い

山

村

作

り

、

と

新

占

版

な

が

ら

多

彩

に

わ

た

っ

て

い

る

。

写

真

が

添

え

ら

れ

解

説

文

調

に

占

か

れ

て

い

る

か

ら

、

ホ

ケ

ソ

ト

に

一

冊

し

の

ば

せ

て

五

箇

山

を

探

勝

し

た

く

な

る

本

と

い

え

よ

う

。

ふ

る

さ

と

五

箇

山

口

次

。

丘

箇

山

の

美

し

さ

・

・

・

・

：

必

崎

直

汲

。

五

箇

山

の

歴

史

と

生

活

…

…

悩

I

J

l

仰

太

郎

。

互

筒

山

の

伝

説

：

・

：

米

沢

保

。

五

筒

山

の

民

俗

・

:

・

：

小

坂

谷

船

治

。

五

箇

山

の

味

：

・

初

崎

重

災

。

五

筒

山

周

辺

図

五

節

山

宮

崎

屯

芙

・

池

端

滋

共

必

（

店

山

、

又

仙

巧

土

出

版

間

昭

4
9
)

も

く

じ

。

五

筒

山

へ

の

追

、

朴

以

秋

冬

、

呑

の

祭

り

、

こ

と

は

、

民

（

北

11本新
聞

礼

刊

昭

4

7

)
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謡
、
季
節
の
味
、
線
取
り
、
葬
式
、
信
仰
、
合
常
の
屋
根
、
民
具
、

五
箇
紙
、
昔
話

平
村
出
身
、
窟
山
市
在
住
の
両
沼
が
、
若
い
桁
熱
を
燃
し
て
五
筒
山

の
四
季
や
民
俗
、
失
わ
れ
る
山
び
と
の
昨
ら
し
を
撮
り
綴
っ
た
好
茂

で
あ
る
。
み
ご
た
え
の
あ
る
写
真
集
と
な
っ
て
ど
の
画
面
も
語
り
か

け
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
土
地
な
ま
り
を
交
ぜ
た
文
章
も
よ
い
。

近
年
に
お
け
る
五
箇
山
研
究
米
沢
康
（
越
飛
文
化
第
3
.
4
号
昭
3

1

)

一
九
五
九
年
に
お
け
る
五
箇
山
研
究
米
沢
康
（
越
飛
文
化
第
8
サ
昭
3

6

)

越
中
史
料
全
五
冊
富
山
屎
編
（
刊
明
4

2

)

加
賀
藩
史
料
全
十
八
冊
前
田
育
徳
会
編
（
昭
4
1
2
3
)

砺
波
町
村
狩
料
砺
波
町
村
狩
料
刊
行
会
編
（
昭
7

)

藤
田
義
批
著
（

n刊
昭
1

1

)

木
含
既
侶
著
（
自
刊
昭
1

1

)

明
治
初
年
の
砺
波

中
越
史
料
総
買
稿

富
山
県
郷
土
史
年
表
第
1
編
1
第
8
編
飛
見
丈
繁
著
(

n

f
u
昭
1
7
1
1
8
)

荘
白
川
学
術
調
査
報
告
書
上

・
下
岐
阜
県
教
委
編
（
刊
昭
3

2

)

五
箇
山
総
合
調
査
報
告
書
宜
山
県
教
委
編
（
刊
昭
3

3

)

富
山
県
郷
土
賓
料
総
合
目
録
富
山
県
立
図
書
館
編
（
刊
昭
3

5

)

五
箇
山
白
川
郷
大
家
族
制
度
関
係
文
献

El
録

米
沢
康
（
越
飛
文
化
第
9
号
昭
3

7

)

窃
山
県
郷
土
人
物
索
引
富
山
県
立
図
占
館
編
（
刊
昭
4

3

)

郷
土
研
究
雑
誌
論
文
日
録
富
山
県
立
図
書
館
編
（
刊
昭
4

6

)

加
越
能
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
賓
料
解
説
目
録

加
越
能
文
印
解
説
目
録
上

・
下
巻
金
沢
市
立
図
書
館
編
（
刊
昭
5
0
.
56)

石
川
県
郷
土
賓
料
総
合
日
録
石
川
県
立
図
占
館
編
（
刊
昭
5

1

)

窃
山
県
立
図
占
館
蔵
古
絵
図
解
説
目
録
富
山
県
立
図
占
館
編

(llJ昭
5

5

)

羽
馬
家
文
占
史
料
日
録
砺
波
図
占
館
協
会
（
中
越
郷
土
汝
R
□
第
2
6
集
昭
5

5

)

五
箇
山
山
村
研
究
セ
ソ
タ
ー
汽
料

n録

五
箇
山
山
村
研
究
セ
ソ
タ
ー
編
（
昭
5

5

)

上
平
村
誌
上
平
村
役
楊
編
（
刊
昭
5

7

)

ニ
ト
四
甜
順
拝
図
会
殊
J
、4
『
一
俯
了
貞
5

者
（
京
都
四
林
享
保
3
刻）

n録
に
人
形
山
、
互
筒
山
、
筑
子
踊
、

天
柱
石
あ
り

五
箇
往
来
（
米
沢
康
氏
蔵
文
政
2
以
前
の
作
）

奇
談
北
国
巡
杖
記
巻
之
二
恥
翠
台
北
茎
者
（
文
化
4
年
刻
）

R
録
に
人
形
山
の
雨
、
神
楽
踊
筑
子
町
諮
あ
り

五
箇
山
村
な
ぞ
記
作
者
見
花
堂
（
菊
岸
ヒ
郎
兵
衛
板
文
化
1

0

)

三
州
志
ー
米
因
概
覧

．
同
付
録
寂
田
呆
周
編
（
益
押
館
刊
明
1

6

)

越
之
下
攻
宮
永
正
迎
編
（
宮
山
県
郷
士
史
会
刊
昭
2
6
.
55)

R
次
に
五
節
山
、
松
尾
立
石
な
ど
多
数
あ
り

越
中
地
志

に
I
l
水
北
栂
併
（
文
化
文
政
期
竹
、
万
ヶ
山
れ
~

越
登
奴
三
州
志

寂
山
県
郷
土
以
因
昭
7

)

叡
田
屈
周
著
（
石
川
県
立
図
E
い
館
協
会
再
刊
昭
8

)

2

古
誌

・
古
文
書

・
絵
図

富
山
県
立
図
書
館
編
（
刊
昭
4

8

)
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参考文献図書目録

五
箇
山
十
日
講
文
忠
箕
書

祖
山
村
太
郎
助
先
祖
三
十
七
ヶ
村
百
姓
持
高
帳

野
村
藤
作
（
中
越
郷
土
絞
書
4
.
5
集
昭
3

0

)

砺
波
郡
五
ヶ
山
等
党
帳
—
石
黒
家
文
書

中
島
正
文
（
中
越
郷
土
叢
書
1
3
集
昭
3

5

)

五
ヶ
山
当
座
党
帳
—
埴
生
村
太
田
家
文
書

中
島
正
文
（
中
越
郷
土
必
書
1
3
集
昭
3

5

)

加
賀
藩
産
物
方
究
料
日
口
国

野
村
藤
作
（
中
越
郷
土
叢
書
1
1
.
12
.
1
3
集
昭
3

5

)

五
ヶ
山
の
文
献
広
瀬
誠
（
中
越
郷
土
設
書
9
集
昭
3

3

)

五
ヶ
山
文
献
探
訪
其
の
一
福
光
図
書
館
（
中
越
郷
土
汲
書
9
集
昭
3

3

)

五
ヶ
山
関
係
文
献
蔵
目
ー
杏
文
庫
蔵
書

米
沢
康
（
五
箇
山
研
究
ノ
ー
ト
昭
3

7

)

故
墟
考
に
下
梨
古
城
ほ
か
、
図
諮
村
窮
に
五
ヶ
山
村
名
な
ど
あ
り

越

中

志

徴

上

・
下
巻
森
田
平
次
著
（
宮
山
新
聞
社
刊
昭
2

7

)

n次
に
、
五
ヶ
山
、
神
楽
踊
筑
子
咀
な
ど
多
数
あ
り

加
越
能
―
―
―
州
地
理
志
腑
富
田
屎
周
著
（
文
政
1
3
石
川
県
立
図
苫
館
協
会
刊
）

越
中
地
誌
略
ー
砺
波
郡
（
益
智
餌
刊
明
1

4

)

越
中
国
五
箇
荘
の
事
諒
海
巻
の
一
（
図
書
刊
行
会
刊
大
6

)

越
中
国
一
村
平
氏
子
孫
住
屈
の
事
岡
海
在
の
四
（
図
也
刊
行
会
刊
大
6

)

諦
海
に
み
る
理
想
楼
ー
胡
箇
の
庄

京
田
良
志
（
北
日
本
新
聞
昭
5
1
、
5
、
1

5

)

越
中
古
文
抄
飛
見
丈
繁
著
(

n

刊
昭
3

1

)

3
 

大
谷
文
昭
ほ
か
（
錬
金
9
昭
4

)

中
島
正
文
（
中
越
郷
土
設
月
9
集
昭
3

3

)

井
波
図
書
館
所
蔵
五
ヶ
山
文
献
野
村
藤
作
（
中
越
郷
土
叢
占
9
集
昭
3

3

)

井
波
城
端
判
方
文
苫
野
村
藤
作
（
中
越
邪
土
没
内
10
集
昭
3

4

)

砺
波
地
方
絵
図
広
瀬
誠
（
中
越
郷
土
汲
バ
8
集
昭
3

3

)

五
箇
山
絵
図
広
瀬
誠
（
越
飛
文
化
7
砂
昭
3

4

)

地

質

・

気
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北
方
材
調
達
に
つ
い
て
ー
主
と
し
て
越
中
庄
川
の
場

合
邸
瀬
保
（
近
世
越
中
の
社
会
経
済
構
造
第
9
編
第
1
立
昭
5
0
)

近
世
越
中
の
社
会
経
済
構
造
の
研
究
坂
井
誠
一
編
（
名
著
出
版
刊
昭
5
0
)

大
槻
伝
蔵
の
感
傷
南
條
範
夫
（
小
説
現
代
別
冊
初
夏
号
昭
5
0
)

高
田
蒋
太
郎
（
び
ぞ
ん
通
信
4
7
昭
5

2

)

坂
井
誠
一
著
（
消
文
棠
出
版
刊
昭
5

3

)

1235 



参考文献図書目録

越
中
五
ヶ
山
の
史
料
ー
経
済
史
料
日

小
寺
庶
吉

（高
岡
高
商
研
究
入
囀
集
第
6
巻
第
3
集
昭
8

)

6
 

五
箇
山
史
談
ー
吉
野
朝
期
高
桑
敬
親
著
（
自
刊
昭
5

3

)

五
箇
山
史
談
ー
吉
野
朝
期
高
桑
敬
親
著
（
修
補
再
版
昭
5

4

)

五
箇
と
い
う
地
名
倉
光
清
六
（
民
族
と
歴
史
7
|
2
)

越
中
宮
宗
良
親
王
の
御
動
向
高
桑
敬
親
（
自
刊
）
高
桑
敬
親
（
自
刊
）

北
陸
越
中
宮
宗
良
親
王
ノ
御
動
向
拝
察
ス

五
箇
山
史
夜
話
商
桑
敬
親
（
自
刊
）

五
箇
山
史
考
高
桑
敬
親
著
（
自
刊
）

平
村
史
南
朝
史
考
高
桑
敬
親
（
自
刊
）

大
伴
家
持
と
砺
波
臣
志
留
志
米
沢
康
（
日
本
上
古
史
研
究
第
7
巻
6
号
）

村
の
歴
史
を
探
ね
て
—
利
賀
村
（
利
貨
村
史
編
纂
委
員
会
刊
昭53
)

加
賀
騒
動
若
林
喜
三
郎
著
（
中
公
新
害
中
央
公
論
社
刊
昭
5

4

)

お
家
騒
動
ー
中
期
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
加
賀
騒
動

稲
垣
史
生
（
文
春
文
庫
文
芸
春
秋
社
刊
昭
5

4

)

天
保
義
民
物
語
大
楊
芳
朗
著
（
北
国
出
版
社
刊
昭
5

5

)

加
賀
騒
動
ー
原
本
現
代
訳
脊
山
克
弥
訳
（
教
育
新
書
教
育
社
刊
昭
5

6

)

五
箇
山
吉
野
朝
私
考
高
桑
敬
親
（
自
刊
）

五
箇
山
史
考

・
補
高
桑
敬
親
著
（
自
刊
）

氷
見
と
五
ヶ
山
高
桑
敬
親
（
自
刊
昭
5

6

)

産

業

・
経

済

・
塩

硝

・
和

紙

五
ヶ
山
各
漿
落
の
草
高
、
納
税
額
、
物
成
お
よ
び
百
姓
数
が
あ
る

越
中
五
ヶ
山
の
史
料
ー
経
済
史
料
口

小
寺
廉
吉
（
高
岡
高
商
研
究
論
集
第
7
巻
第
2
号
昭
9

)

五
ヶ
山
に
お
け
る
土
地
割
換
制
度
、
村
々
の
碁
盤
割
賓
料
が
あ
る

越
中
五
ヶ
山
の
史
料
ー
経
済
史
料
国

小
寺
廉
吉
（
高
岡
高
商
研
究
論
梨
第
1
0
巻
第
2
号
昭
1

2

)

租
税
の
納
付
、
変
地
償
米
、
明
治
初
年
の
地
租
改
正
賓
料
が
あ
る

五
ヶ
山
の
塩
硝
坂
井
誠
一
（
宮
山
文
芸
l
昭
2

7

)

越
中
山
村
経
済
構
造
研
究
上
巻
中
巻
下
巻

杉
本
寿
（
名
古
屋
営
林
局
報
み
ど
り
別
刷
昭
2
8
1
3
2
)

著
者
杉
本
教
授
は
、
日
本
の
山
村
研
究
の
視
点
か
ら
越
中
山
村
の
専

門
的
な
調
査
研
究
を
実
施
、
そ
の
た
び
に
「
み
ど
り
」
誌
に
報
告
発
表

が
あ
っ
た
。
そ
の
別
刷
合
本
が
上
中
下
―
―
一
巻
あ
る

五
ヶ
山
に
関
す
る
第
八
章
以
下
の
目
次
を
次
に
掲
げ
る
。

第
八
章
五
ヶ
山
の
研
究

第
一
節
叙
説
第
二
節
石
器

第
三
節
行
政
構
造
（
五
ヶ
山
の
政
治
形
態

の
政
治
構
造

塩
移
出

労
働
）

第
四
節
租
税
制
度
の
研
究
（
納
税
額

家
に
対
す
る
租
税
割
当
租
税
の
皆
済

十
村
の
役
割
飛
騨
領

飛
騨
の
口
役
銀
越
飛
の
交
通
飛
騨
側
へ
の
米

運
輸
賃
銀
籠
渡
し
の
役
割
橋
梁
構
造
物
に
対
す
る
出

地
質

草
高

・
物
成

・
農
家
数

租
税
に
お
け
る
連
帯
制

気
象

農
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富
山
県
の
手
漉
和
紙
生
産

五
箇
山
の
鮎
簗

和
紙
製
造
と
五
箇
山
の
生
活
史
渡
辺
久
雄
（
地
域
調
査
昭
3

0

)

五
ヶ
山
の
和
紙
高
桑
敬
親
（
越
中
史
咀
第
5
号
昭
3

0

)

五
ヶ
山
紙
取
引
に
関
す
る
一
資
料
野
村
藤
作
（
中
越
郷
土
設
害
6
集
昭
3

1

)

越
中
五
箇
山
の
焔
硝
山
本
健
麿
（
化
学
と
工
業
昭
3

1

)

第
十
節
林
制
の
研
究
（
緒
言

三
栢
の
役
制

の
林
政

栃

樹

権

制

度

飛

騨

山
方
米
既
巣
山
の
役
割
観
雛
師
制
度
）

中
田
貞
弘
（
自
然
と
社
会
1
2
昭
2

9

)

中
島
正
文
（
中
越
郷
土
淡
書
4
集
昭
3

0

)

特
殊
林
産
物

御
救
元
伐

漆
器
五
業

発
展
過
程
農
業
皆
陪

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

五
ヶ
山
の
制
紙
業

中
行
事
）

加
賀
此
業
括
本
法

飛
騨
股
業
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

作
毛
保
護
と
鉄
砲

殷
業

五
ヶ
山
の
食
制
年

殷
業
行
政
の

度

変

地

・
変
地
償
米
地
租
改
正
条
例
実
施
の
意
義
）

第
五
節
土
地
割
換
制
度
研
究
（
序
言
碁
盤
割
制
度
平
村
盆
草
嶺

夏
焼
中
江
の
碁
盤
割
平
村
小
来
栖
の
碁
盤
割
利
賀
村
百
瀬

川
ほ
か
五
衆
落
の
碁
盤
割
利
賀
村
奥
大
勘
楊
の
碁
盤
割
利
賀

村
南
大
豆
谷
の
碁
盤
割
明
治
八
年
前
後
の
碁
盤
割
結
論

第
六
節
塩
硝
制
度
の
研
究
（
灰
汁
煮
屋
中
煮
屋
上
煮
屋

納
硝
石
製
造
に
関
す
る
聴
取
書
）

第
七
節
判
方
の
研
究

第
八
節
流
刑
の
研
究

第
九
節
農
業
制
度
研
究
（
序
言

五
ヶ
山
紙
と
椿

御
上

第
二
節

五
ヶ
山
糸

五
ヶ
山
紙
の
生
産

五
ヶ
山
物~

 

'
 

__ 
斗

塩
硝
米
沢
康
（
五
箇
山
研
究
ノ
ー
ト
昭
3

1

)

五
ヶ
山
と
城
端
判
方
商
高
瀬
保
（
宮
山
教
育

m
.m号
昭
3

1

)

山
村
に
お
け
る
日
本
賓
本
主
義
の
後
進
性
訓
姐
ー
判
方
の
研
究

杉
本
寿
著
（
長
野
林
友
刊
昭
3

1

)

庄
川
上
流
漁
業
沿
圧
中
史
中
島
末
吉
（
庄
川
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
刊
昭
3

1

)

下
利
賀
の
判
方
杉
本
寿
（
越
飛
文
化
5
号
昭
3

2

)

越
中
五
ヶ
山
の
蚕
糸
高
桑
敬
親
著
（
自
刊
昭
3

2

)

近
世
問
屋
制
に
お
け
る
山
林
収
郭
過
程
の
分
析

杉
本
寿
（
日
本
林
学
会
誌
昭
3

2

)

利
賀
村
に
於
け
る
林
業
発
達
上
島
正
徳
（
越
飛
文
化
6
号
昭
3

3

)

城
端
の
絹
織
物
高
瀬
保
（
越
中
史
咄
第
1
3
号
昭
3

3

)

高
桑
敬
親
（
越
中
史
咆
第
1
3
号
昭
3

3

)

五
ヶ
山
襄

封
建
経
済
構
造
の
崩
壊
過
程
ー
越
中
五
箇
山
の
研
究

杉
本
寿
著
（
日
本
評
論
新
社
刊
昭
3

3

)

次
（
抄
）

山
村
に
お
け
る
日
本
賓
本
主
義
の
後
進
性

緒
論
（
工
業
生
産
の
出
発
点
、
商
品
生
産

藩
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
）

判
方
制
度
研
究
（
緒
言

麻
糸
の
生
産
運
楡
方
法
搬
入
物
価
と
搬
出
物
価

産
往
来
の
監
税
判
方
の
総
清
算
五
ヶ
山
抗
困
の
原
因

〔
飯
〕
方
に
た
い
す
る
五
ヶ
山
の
反
目
判
方
株
へ
の
疑
問

井

内
制

第
一
節

第
一
一
早 日

沢
本
家
的
家
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第
四
章
地
の
収
奪

第
三
章

各
共
有

波
町
の
判
方
）

第
三
節
結
論
（
山
村
経
済
基
本
体
の
分
析
殷
山
村
と
農
村
負
偵

判
方
大
福
帳
の
統
計
値
判
方
大
福
帳
の
経
済
的
分
析
判
方
抵

当
担
保
物
権
と
し
て
の
山
林

・
耕
地
）

第
二
章
家
計
収
支
構
造
の
分
析
（
緒
論
万
立
帳
の
統
計
値
分
析

万
覚
帳
デ
ー
ク
の
整
理
方
法
集
計
数
値
の
解
析
数
址
単
位

・
単

価
の
変
遷
手
間
賃
と
作
料
の
意
義
年
代
別
に
よ
る
判
方
借
金
構

造
分
類
農
家
の
自
給
物
査
と
購
入
物
賓
購
入
物
査
問
屋
価
格
と

生
産
投
と
の
均
衡
万
党
帳
の
集
計
表
か
ら
見
た
諸
考
察

家
家
計
筋
〔
万
箕
帳
〕
上
に
あ
ら
わ
れ
た
分
析
結
果
）

問
屋
に
よ
る
土
地
収
咽
構
造
の
分
析
（
土
地
台
帳
歿
料
に
か

ん
す
る
盤
理
要
網
収
咽
件
数
の
分
析
総
段
別
に
た
い
す
る
収
奪

土
地
の
比
率
個
人
有
土
地
に
た
い
す
る
収
奪
土
地
比
率
霊
源
開

発
事
業
に
と
も
な
う
収
奪
土
地
の
比
率
村
別
お
よ
び
部
落
別
に
よ

土
地
収
咽
構
造
の
統
計
値
的
分
析
山
林
収
奪
過
程

土
地
収
奪
に
よ
る
政
治

る
収
奪
構
造

の
分
析
判
方
の
農
地
・
山
林
収
奪
形
態

経
済
的
影
密
土
地
収
奪
年
次
染
計
か
ら
み
た
時
代
的
考
察

結
論
）

霊
源
開
発
に
と
も
な
う
商
業
狂
本
の
土
地
収
球
（
緒
論

村
の
件
別
渠
計
部
落
別
の
件
別
構
造
）

本
書
は
、
加
賀
藩
が
五
ヶ
山
に
対
し
て
、
改
作
法
例
外
、
異
例
の
町

方
商
家
か
ら
の
前
借
を
許
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
判
方
制
度
を
、
五
ヶ

長
期
農

山
産
物
の
商
行
為
取
引
か
ら
解
明
し
、
近
世
封
建
社
会
の
経
済
構
造
の

一
面
を
実
証
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
判
方
商
家
の
大
福
帳
や
山
方
百
姓

家
の
万
立
帳
な
ど
の
賓
料
か
ら
、
近
代
初
期
に
お
け
る
家
計
収
支
構
造

の
分
析
に
ま
で
及
ん
だ
。

判
方
制
度
の
も
と
で
は
、
金
利
の
計
数
に
う
と
い
百
姓
が
返
済
に
追

い
つ
め
ら
れ
、
土
地
を
手
放
し
離
散
を
み
る
に
至
っ
た
。
こ
の
資
本
主

義
的
土
地
収
奪
の
構
造
と
過
程
の
解
明
か
ら
、
山
村
に
お
け
る
日
本
資

本
主
義
の
後
進
性
を
論
考
し
て
あ
る
。

さ
ら
に
電
源
開
発
も
ま
た
汗
本
主
義
の
土
地
収
奪
と
み
た
て
て
、
山

村
社
会
の
変
容
と
そ
の
性
格
が
経
済
学
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
序
文
の
一
部
分
を
転
載
し
て
、
著
者
の
慈
図
を
紹
介
し
た
い
。

「
昭
和
二
十
七
年
の
盛
夏
、
i
者
者
は
三
十
年
ら
い
の
わ
が
国
殷
山
村
経

済
研
究
の
最
後
の
フ
ィ
ル
ド
で
あ
る
越
中
農
山
村
領
域
に
た
い
す
る
基

礎
的
調
査
の
た
め
、
先
井
車
た
る
名
古
屋
営
林
局
弘
報
室
長
岩
間
太
郎
氏

の
案
内
を
い
た
だ
き
、
か
つ
は
鈷
山
黙
庁
林
務
課
員
な
ら
び
に
富
山
営

林
署
員
の
案
内
を
う
け
な
が
ら
は
じ
め
て
越
中
殷
山
村
の
な
か
に
分
け

い
っ
た
。
顧
み
れ
ば
、
こ
の
間
を
と
お
し
つ
ね
に
ふ
か
い
助
力
を
添
の

う
し
た
、
今
の
青
森
営
林
局
治
山
課
長
須
藤
作
蔵
な
ら
び
に
当
時
の
桜

井
登
正
署
長
両
氏
の
温
梢
が
、
そ
の
後
六
年
に
わ
た
る
研
究
の
淵
源
と

な
っ
た
。

ま
た
経
済
地
理
学
の
権
威
た
る
畏
友
富
山
大
学
経
済
学
部
長
小
寺
廉

吉
氏
は
、
つ
ね
に
多
く
の
サ
ジ
ェ
シ
ョ
ソ
を
与
え
ら
れ
洲
崎
哲
二
博
士
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に
紹
介
し
て
わ
が
国
学
界
未
開
の
店
大
な
る
問
屋
制
賓
料
を
披
見
す
る

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
西
川
栄
一
、
木
村
外
一
家
そ
の
他
多
く
の
判

方
商
家
の
好
慈
あ
る
数
百
冊
に
及
ぶ
判
方
制
大
福
帳
の
賂
理
苅
手
は
、

か
く
の
ご
と
き
経
緯
を
も
っ
て
は
じ
め
ら
れ
著
者
を
し
て
製
業
経
済
構

造
の
核
体
数
値
の
把
握
に
確
た
る
自
信
を
も
た
せ
る
原
因
た
ら
し
め
た
。

お
そ
ら
く
判
方
制
根
本
デ
ー
タ
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
ず
る
そ
の
後
に
き
た
る
ス
プ
レ
ッ
ド
と
展
開
は
生

起
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
じ
つ
に
判
方
制
基
本
狩
料
は
、
従
来
ま
で

全
く
未
発
見
で
あ
っ
た
地
方
半
部
市
問
保
商
家
と
近
郊
商
域
隙
に
お
か

れ
た
殷
山
村
と
の
、
経
済
交
易
を
中
心
と
す
る
金
融
機
構
の
全
容
を
理

解
し
え
て
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
わ
れ
ら
研
究
者
一
同
に
と
っ
て
何

も
の
に
も
俊
る
信
念
を
与
え
て
く
れ
た
。
つ
つ
し
ん
で
極
秘
質
重
の
家

宝
文
書
の
数
々
を
、
快
よ
く
学
問
研
究
の
た
め
披
見
を
宥
さ
れ
た
西
川
、

木
村
御
両
家
の
好
意
を
深
謝
し
た
い
。

坂
本
家
の
好
意
に
よ
る
同
家
万
党
帳
文
書
は
、
前
掲
大
福
帳
文
書
に

お
と
ら
な
い
煎
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
凡
百
年
間
に
お
よ
ぶ

批
家
々
計
の
細
大
洩
ら
さ
な
い
記
録
は
、
現
在
も
な
お
同
家
々
長
の
デ

ュ
テ
ィ
と
し
て
伝
統
し
つ
づ
け
ら
れ
、
問
屋
制
経
済
交
易
の
具
体
的
実

態
を
分
明
せ
し
め
、
か
つ
は
問
屋
制
と
の
経
済
的
関
連
性
を
も
っ
た
え

て
追
憾
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
著
者
は
、
叙
上
ご
と
き
四
つ
の

重
大
賓
科
（
注
土
地
台
帳
を
加
え
て
）
を
も
っ
て
農
業
経
済
構
造
の
数

値
的
基
盤
を
ば
抽
出
せ
ん
こ
と
を
意
図
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
し
か

高
田
長
紀

（
百
万
塔
2
1
1
2
3
号
昭

4
0
1
4
1
)

石
崎
俊
彦
（
越
飛
文
化
9
号
昭
3

7

)

し
こ
れ
ら
の
方
法
論
は
い
た
っ
て
簡
単
容
易
で
あ
る
が
、
十
万
余
町
に

わ
た
る
農
業
数
値
の
計
数
整
理
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
後
に
掲
げ

る
ご
と
き
実
に
多
数
の
方
々
の
示
教
援
助
に
侯
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

は
じ
め
に
著
者
は
一
、
二
年
の
年
月
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
十
分
な
結

論
に
到
逹
し
う
る
も
の
と
予
測
し
て
い
た
が
、
二
、
三
年
を
経
過
し
て

も
容
易
に
計
出
数
値
ま
と
ま
ら
ず
漸
く
に
し
て
あ
せ
り
を
見
せ
る
に
い

た
っ
た
。
し
か
し
て
こ
の
長
期
に
わ
た
る
研
究
続
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
地
当
局
の
方
々
は
終
始
か
わ
り
な
く
多
大
な
る
便
宜
を
供
与
せ
ら
れ

た
の
は
、
深
く
惑
謝
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
認
識
の
追
は
限
り

な
く
今
こ
こ
に
か
り
そ
め
の
宿
り
を
し
て
、
明
日
の
旅
を
準
備
す
る
こ

と
を
あ
な
が
ち
咎
め
る
人
ば
か
り
で
も
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に

一
本
を
ま
と
め
て
、
恩
恵
ふ
か
き
恩
師
の
御
前
と
わ
が
国
品
業
経
済
学

界
に
さ
さ
げ
た
い
と
思
う
。
」

砺
波
郡
の
産
物
石
崎
直
義
（
越
中
史
咀
第
1
3
号
昭

33)

五
ヶ
山
の
孤
業
高
桑
敬
親
（
越
中
史
咆
第
14
号
昭

33)

改
作
法
と
町
人
賓
本
の
進
出
—
城
端
の
貸
方
業
者
と
五
ヶ
山
製
民

坂
井
誠
一
（
越
中
史
咆
第
1
5
号
昭
3
3
第
1
6
号
昭
3

4

)

五
箇
山
の
製
業
米
沢
保
（
殷
業
北
日
本
9
ー
1
昭
33)

庄
川
筋
に
お
け
る
飛
越
間
の
商
品
流
通
ー
江
戸
末
期

矢
ヶ
崎
孝
雄
（
越
飛
文
化
9
号
昭
3

7

)

御
荻
覚
書

越
中
産
紙
考
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医
王
山
麓
の
紙
漉
き
村
群
落

藩
政
時
代
の
五
ヶ
山
製
紙

目
次

現
代
に
生
き
る
在
来
工
業
の
地
理
的
研
究
ー
手
漉
き
和
紙
の
楊
合

中
田
貞
弘

・
須
山
盛
彰
（
新
し
い
富
山
県
の
地
理
第
2
集
昭
4
4
)

五
ヶ
山
地
方
の
製
紙
に
関
す
る
所
見

高
田
長
紀
（
宮
山
史
堕
第
4
4
.
4
5
合
併
号
昭
4
4
)

越
中
五
箇
山
に
塩
硝
を
訪
ね
て
南
坊
平
造
（
銃
砲
史
研
究
昭
4
4
)

北
陸
産
紙
考
上

・
下
巻
高
田
長
紀
著
（
財
団
法
人
紙
の
博
物
館
昭
4
5
.
53)

本
書
（
上
巻
）
は
、
目
次
の
よ
う
に
五
ヶ
山
紙
の
記
述
が
多
く
、
皿
早

宜
な
史
料
を
使
っ
て
論
考
さ
れ
て
い
る
。

和
紙
製
造
と
五
箇
山
の
生
活
史

渡
辺
久
雄
（
日
本
の
村
落
と
都
市
所
収
昭
4
4
)

山
本
健
麿
（
宮
山
女
子
短
大
紀
要
2
輯
昭
4

3

)

越
中
五
ヶ
山
産
紙
考

H
⇔

国

高

田

長

紀

（
宮
山
史
壇
第
3
1
.
32
.
3
3
号
昭
4
0
.
41)

明
治
以
降
の
城
端
判
方
と
五
ヶ
山
高
瀬
保
（
越
飛
文
化
1
2
号
昭
4
0
)

五
箇
山
の
塩
硝
山
本
健
麿
（
宮
山
教
育
551
号
昭
4

2

)

越
中
五
ヶ
紙
漉
造
聞
高
田
長
紀
（
百
万
塔
第
2
4
号
昭
4

2

)

富
山
県
手
す
き
和
紙
の
概
況
山
口
昭
次
（
百
万
塔
第
2
4
号
昭
4

2

)

五
箇
山
の
塩
硝
山
本
健
麿
（
宮
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
1
5
号
昭
4

2

)

越
中
五
箇
山
に
お
け
る
塩
硝
づ
く
り

店
刊
昭

45)

科
田
長
紀
（
宮
山
史
堕
第
4
7
号
昭
4
5
)

2
金
箔
打
紙

七
山
の
笠
紙

五
ヶ
山
製
紙
の
起
原
と
発
達
五
ヶ
山
笠
商
人
と
加
賀
藩
改
作

法

御

用

紙

五

ヶ

山
仕
入
紙
取
集
所
五
ヶ
山
製
紙
と
前
拷

五
ヶ
山
産
紙
の
変
遷
産
紙
の
主
な
種
類

加
賀
の
烏
の
子
紙

越
中
産
紙
聞
き
害

ま
え
が
き
五
ヶ
山
の
中
折

の
紙
と
紙
宿

1
雁
皮
紙

椿
紙

加
賀
蔀
の
五
箇
山
支
配
の
成
立
と
焔
硝
生
産

石
崎
直
義
（
北
陸
史
学
1
8
号
昭
4
5
)

付
録

3
蛭
谷
紙

4
五
箇
八
寸

藩
政
時
代
の
椿
栽
培
に
つ
い
て

越
中
の
秘
境

・
五
箇
山
製
硝
場

奥
村
正
二
（
火
縄
銃
か
ら
黒
船
ま
で
ー
江
戸
時
代
技
術
史
岩
波

加
沢
藩
五
ヶ
山
羽
馬
家
塩
硝
史
料
に
つ
い
て

伊
丹
政
太
郎
（
立
命
館
文
学
第
304
号
昭
4
5
)

現
代
に
生
き
る
越
中
和
紙
須
山
盛
彰
（
北
日
本
新
聞
昭
4
6
、

8
、
1

1

)

五
ヶ
山
御
仕
入
紙
取
渠
に
つ
い
て
高
田
長
紀
（
越
飛
文
化
1
6
号
昭
4
7
)

加
賀
の
火
薬
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
幕
末
期
の
五
ヶ
山
塩
硝

伊
丹
政
太
郎
（
越
飛
文
化
1
6
号
昭
4
7
)

加
賀
落
の
諸
仕
法
と
越
中
椿
高
田
長
紀
（
高
岡
第
一
学
園
学
叢
昭
4

8

)

飛
騨
烙
硝
菱
村
正
文
（
飛
騨
春
秋
1
8
巻
1
0
号
昭
4

8

)

蛭
谷
紙

5
 

八
尾

1240 



作
法
の
研
究
第
3
編
第
3
章
昭
5

3

)

五
ヶ
山
の
産
業
構
造
（
城
端
町
史
昭
3

4

)

五
ヶ
山

へ
の
貸
方
業
（
井
波
町
史
上
巻
昭
4

5

)

判
方
商
（
城
端
町
史
昭
3

4

)

五
ヶ
山
伐
商
人
（
城
端
町
史
昭
3

4

)

五
ヶ
山
と
城
端
判
方
覚
書
高
瀬
保
（
富
山
県
地
理
学
研
究
論
集
第
2
集
）

加
賀
器
の
五
箇
山
支
配
の
成
立
と
焔
硝
生
産
石
崎
直
義
（
北
陸
史
学
1
8
号
）

火
薬
の
製
造
（
井
波
町
史
上
巻
昭
4

5

)

紙
販
売
業
（
井
波
町
史
上
巻
昭
4

5

)

加
賀
藩
の
堵
仕
法
に
つ
い
て
高
田
長
紀
（
北
陸
史
学
第
1
8
号
）

五
ヶ
山
地
方
の
製
紙
（
宮
山
県
政
史
第
五
編
産
業
史
第
八
章
）

五
ヶ
山
和
紙
の
研
究

由
来

高
桑
敬
親
（
自
刊
）

明
治
以
降
の
城
端
の
絹
織
物
業
い
②
⑤

高
瀬
保
（
宮
山
史
壇
5
5
.
58
.
59
.
6
0
合
併
号
昭
4
8
¥
5
0
)

上
平
村
の
産
業
と
特
産
物
の
盛
衰

小
野
塚
功
一
（
山
村
社
会
経
済
誌
淡
田
1
0
巻
国
土
社
昭
4

9

)

越
中
五
箇
山
塩
硝
と
特
産
物
生
産

小
野
塚
功

一
（
同
右
）

僻
遠
山
村
と
特
産
物
の
生
産
ー
富
山
県
上
平
村

小
野
塚
功
一
（
同
右
）

五
箇
山
平
村
の
棚
田
の
造
成
と
そ
の
水
利

竹
内
常
行
（
富
山
県
地
学
地
理
学
論
集
6
集
昭
4

9

)

城
端
の
貸
方
業
者
と
五
ヶ
山
殷
民

坂
井
誠

一
（
近
世
越
中
の
社
会
経
済
栴
造
第
2
編
第3
章
昭
5
0•
加
賀
藩
改

五
箇
山
の
和
紙
高
桑
敬
親
（
自
刊
）

塩
硝
高
桑
敬
親
（
越
中
五
箇
山
村
の
民
俗
第
4
章
宮
山
県
教
委
員
会
刊
昭
4

6

)

焔
硝
の
ふ
る
さ
と
、
そ
の
製
法

聞
社
刊
昭
5

7

)交
通

・
交
易

・
流
木

三
補
蕉
雄
（
ひ
だ
び
と
4ー

12
昭

11)

土
田
古
香
（
高
志
人
8
|
1
2
昭
1
8
)

五
箇
山

口
留
番
所
考
中
島
正
文
（
中
越
郷
土
芯
杏
1
集
昭
2

9

)

五
箇
山
の
籠
の
渡
に
就
い
て
中
島
正
文
（
中
越
郷
土
叢
書
3
集
昭
3

0

)

交
通
史
の
再
検
討
を
米
沢
康
（
五
箇
山
研
究
ノ
ー
ト
昭
3

1

)

五
箇
山
の
ボ
ッ
カ
米
沢
康
（
五
箇
山
研
究
ノ
ー
ト
昭
3

2

)

ロ
留
番
所
覚
書
米
沢
康
（
渓
流
1
0
昭
3

4

)

五
箇
山
の
森
林
開
発
と
庄
川
流
材

高
桑
敬
親
（
越
中
史
咄
第
1
7
.
1
8
号
昭
3

4

)

五
ケ
山
材
木
の
集
荷
（
城
端
町
史
昭
3

4

)

五
ヶ
山
道
路
開
さ
く
秘
話
（
城
端
町
史
昭
3

4

)

近
世
に
於
け
る
五
箇
山
の

交

通

日

⇔

石
崎
直
義
（
越
飛
文
化
1
0
.
11
号
昭
3
8
.
39)

籠
の
渡
り
と
ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー

広
瀬
誠
（
越
中
史
夜
話

・
み
ん
な
の
県
政
昭
4
4
.
48)

籠
の
渡
の
歴
史
と
文
献
広
瀬
誠
（
宮
山
史
壇
第
4
4
.
4
5
合
併
号
昭
4
4
)

庄
川
木
流
し
報
告
書

五
箇
山
の
逍
路
開
拓

7
 

江
口
春
太
郎
（
花
火
も
の
が
た
り
中
日
新

1241 



参考文献図四目録

籠
の
渡
の
歴
史
と
文
献

・
続
広
瀬
誠
（
富
山
史
喧
第
4
6
号
昭
4

5

)

五
ヶ
山

・
飛
騨
へ
の
塩
阪
売
（
井
波
町
史
上
巻
昭
4

5

)

越
中
の
登
り
塩
一
件
大
野
政
雄

（
飛
罪
春
秋
1
6
|
9
昭
4
6
)

近
世
に
於
け
る
飛
騨
御
用
木
の
元
伐
と
輸
送

高
瀬
保
（
地
方
史
研
究
120
号
昭
4

7

)

村
の
楯
梁
平
村
教
育
委
員
会
編
（
昭
4

7

)

積
雪
が
隔
絶
山
村
の
交
通
に
お
よ
ぽ
す
影
密
ー
東
砺
波
郡
平
村
の
実
態
調

査
新
藤
正
夫
（
宮
山
県
企
画
室
刊
昭
4

8

)

飛
越
国
境
の
口
留
番
所
と
加
賀
越
中
領
の
関
所

葛
谷
鮎
彦
（
飛
罪
春
秋
1
8
ー
6
昭
4

8

)

籠
の
渡
り
と
牛
広
瀬
誠
（
宮
山
史
痘
第
5
5
号
昭
4

8

)

籠
の
渡
り
橘
南
総
（
東
遊
記
平
凡
社
刊
昭
4

9

)

近
世
越
中
関
所
の
設
骰
と
規
模

水
島
茂
（
近
世
越
中
の
社
会
経
済
構
造
第
8
編
第
1
｛早昭
5

0

)

五
ヶ
山
か
ら
の
流
木
（
庄
川
町
史
上
巻
昭
5

0

)

五
ヶ
山
木
呂
の
川
下
げ
（
庄
川
町
史
上
巻
昭
5

0

)

飛
騨
と
の
塩
交
易
（
庄
川
町
史
下
巻
昭
5

0

)

五
ヶ
山
へ
の
道
（
庄
川
町
史
下
巻
昭
5

0

)

飛
郭
登
塩
高
瀬
保
（
同
氏
著
加
賀
藩
海
運
史
の
研
究
雄
山
閣
刊
昭
5

2

)

五
箇
山
飛
騨
よ
り
の
運
材

高

瀬

保

（
同
右
）

国
追
と
五
箇
山
ー
五
箇
山
地
区
イ
ン
パ
ク
ト
調
在

（
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
宮
山
工
事
事
務
所
刊
昭
5
5
)

第
一
章

庄
川
流
域
へ
の
交
通
路

目
次 上

・
下
巻

五
箇
山
の
冬
は
も
う
眠
ら
な
い
北
陸
建
設
弘
済
会
編
刊
（
昭
5
5
)

冨
山
県
歴
史
の
追
調
査
報
告
書
ー
飛
騨
街
道
そ
の
2
ー
五
箇
山
追

県
教
育
委
員
会
編
刊
（
昭
5

6

)

秘
撓
五
箇
山
に
新
し
い
追
を
ー
一
般
国
道
一
五
六
号
工
事
誌

陸
地
方
建
設
局
監
修

（
北
陸
建
設
弘
済
会
昭
5

6

)

庄
川
版
堤
反
対
の
理
由
と
経
過

北
陸
タ
イ
ム
ス
社
編
（
刊
大
1

5

)

庄
川
筋
に
於
け
る
流
木
問
題
に
つ
い
て
庄
川
水
力
電
気
株
式
会
社
編

（
刊
昭
6

)

庄
川
問
題
の
起
源
と
経
過
飛
州
木
材
k
k
編
（
刊
昭
6

)

庄
川
市
件
岸
清
一
訴
訟
記
録
巣
民
事
8

岸
清

一
著

（
厳
松
堂
刊
昭
1

4
)

庄
川
問
題

石

山
賢
吉
著
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
刊
昭
16
)

貨
山
県
の
河
川
と
水
力
電
気
三
池
鋲
浪
（
実
業
の
宮
山
2
1
1
0
昭
2
2
)

富
山
史
話
ー
庄
川
流
木
事
件
（
実
業
の
富
山
2
1
1
2
号
3
|
2
号
昭
2
2
.
23)

水
咬
源
の
開
発
に
伴
う
補
伯
問
姐
ー
特
に
庄
川
流
域
に
於
け
る
電
源
開
発

に
伴
う
補
償
問
題

小
寺
廉
吉

・
植
村
元
覚
（
宮
山
大
学
紀
要
経
済
学

部
論
集
削
刊
号
第
2
号
第
6
号
昭
2
8
.
30)

緒
言
（
水
利
用
計
画
に
於
け
る
補
償
問
題
我
々
の
調
在
計
画
）

庄
川
流
域
の
概
要
（
地
域
の
概
観

8

庄
川
問
題

・
電
源
開
発

建
設
省
北

2
 
4
 
2
 
ー

富
山



の
運
動

言 庄
川
流
域
の
各
地
域
的
区
分
の
解
説
ー
城
端
町
か
ら
下
梨
ま
で
ー
青

島
か
ら
下
梨
ま
で
ー
下
梨
か
ら
西
赤
尾
ま
で
ー
西
赤
尾
か
ら
椿
原
ま

で
ー
椿
原
か
ら
水
源
ま
で
ー
利
賀
川
及
び
百
瀬
川
筋
）

第
二
章
荘
川
村
の
概
要
と
御
母
衣
の
発
軍
事
業
に
よ
る
水
没
問
題

（
荘
川
村
の
概
要
御
母
衣
の
発
電
事
業
に
よ
る
水
没
問
題
）

第
三
章
白
川
村
の
概
要
と
椿
原
の
発
電
事
業
に
伴
う
補
償
問
題
（
白

川
村
の
概
要
白
川
村
の
過
去
の
生
活
と
産
業
椿
原
の
発
屯
事
業

に
伴
う
補
償
問
題
椿
原
部
落
発
園
事
業
に
伴
う
補
供
問
題
日
口

椿
原
の
補
償
問
題
に
対
す
る
批
判
）

第
四
章
上
平
村
に
於
け
る
発
電
事
業
に
伴
う
補
伯
問
題
（
成
出
の
発

電
事
業
に
伴
う
補
償
問
題
小
白
川
部
落
成
出
小
原
発
屯
事
業

に
伴
う
補
償
問
題
発
虚
事
業
に
伴
う
補
償
問
題
の
経
過
）

第
五
章
平
村
に
於
け
る
発
電
事
業
に
伴
う
補
償
問
題
（
小
牧
及
び
祖

山
に
於
け
る
発
電
用
ダ
ム
建
設
の
経
過
ー
庄
川
問
題
平
村
全
体
か

ら
見
た
補
償
問
題
祖
山
ダ
ム
建
設
当
時
祖
山
ダ
ム
完
成
以
後
）

第
二
章
の
追
録

御
母
衣
の
発
電
事
業
に
よ
る
水
没
問
題
つ
づ
き
（
緒

御
母
衣
の
発
雷
計
画
の
決
定
の
経
過

計
画
変
更
の
陳
情
と
反
対
運
動
の
継
続

と
そ
の
運
動
の
経
過
）

反
対
運
動
及
び
協
力
派

協
力
派
の
分
裂

水
利
用
計
画
は
重
要
な
国
土
開
発
計
画
で
あ
り
な
が
ら
実
施
に
当
っ

て
は
補
償
問
題
を
伴
っ
て
地
域
社
会
に
諸
影
惚
を
及
ぼ
し
、
住
民
が
被

害
を
こ
う
む
る
場
合
が
お
き
た
。
こ
れ
が
解
決
は
個
々
に
お
こ
な
わ
れ

正
碁
準
設
定
の
た
め
の
調
査
委
嘱
を
受
け
た
。
と
り
わ
け
、
小
寺
教
授

の
研
究
は
五
箇
山
・
白
川
郷
へ
か
け
て
深
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
複
雑

多
岐
な
補
償
問
題
の
実
態
は
効
率
よ
く
把
握
で
き
て
、
多
く
の
事
例
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
庄
川
電
源
開
発
当
初
か
ら
の
問
題
性
を
と
り
あ
げ
、
調
査

報
告
に
止
ま
ら
な
い
補
償
問
題
論
を
、
著
者
の
研
究
主
題
の
立
場
か
ら

述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
に
遭
遇
し
た
真
実

の
服
史
記
録
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

電
源
聞
発
と
牒
業
問
題
吉
岡
金
市
著
（
刊
昭
3

1

)

水
没
村
の
問
題
ー
庄
川
筋
の
事
例

小
寺
脈
吉
（
現
代
地
理
講
座
第
5
巻
河
出
書
房
刊
昭
3

1
)

水
没
村
の
連
命
ー
庄
川
上
流
の
御
母
衣
ダ
ム
の
場
合
、

小
寺
廉
吉

（
自
然
と
社
会
第
1
7
号
昭
3

1

)

庄
川
流
木
争
議
に
つ
い
て
栗
山
直
隆
（
越
中
史
壌
第
目

・
1
5
号
昭
3

3

)

庄
川
峡
の
変
貌
ー
越
中
五
ヶ
山
の
今
と
昔

小
寺
廉
吉
著

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
昭
3

8

)

著
者
の
五
ヶ
山
研
究
は
昭
和
初
期
の
電
源
開
発
当
初
、
い
わ
ゆ
る
五

ヶ
山
近
代
史
の
夜
明
け
期
に
は
じ
ま
る
。
以
後
足
ま
め
に
現
地
を
た
ず

ね
て
取
材
が
な
さ
れ
た
。
今
に
し
て
み
れ
ば
、
著
者
の
書
庫
に
眠
る
メ

モ
帳
や
反
古
ま
で
が
歴
史
の
証
言
者
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
自
序
の
抜
粋
を
掲
載
し
て
、
解
説
に
代

る
も
の
で
な
く
、
集
団
補
償
の
時
代
に
入
る
こ
と
か
ら
、
著
者
ら
は
適

1243 



参考文献図甚目録

え
る
こ
と
に
す
る
。

「
一
九
二
五
年
か
ら
富
山
県
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
大
都
市
を

離
れ
た
の
で
淋
し
い
気
が
し
た
が

11

こ
ん
ど
は
農
村
や
漁
村
や
山
村
を

じ
ゅ
う
ぷ
ん
に
見
て
や
ろ
う
11

と
決
惹
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
高
岡
高

商
の
同
僚
の
小
山
隆
氏
や
正
木
隆
次
郎
氏
や
富
山
地
学
会
の
人
々
な
ど

と
批
山
村
の
研
究
を
は
じ
め
、
と
り
わ
け
庄
川
筋
の
山
村
の
詳
細
な
調

在
は
永
い
年
月
つ
づ
い
た
。
地
理
学
や
山
村
の
経
済
や
経
済
史
ば
か
り

で
な
く
、
社
会
学
や
民
俗
学
の
方
面
か
ら
も
、
山
村
の
問
題
を
勉
強
す

る
よ
う
に
な
り
、
特
に
柳
田
国
男
先
生
の
郷
土
生
活
研
究
所
の
山
村
調

査
の
同
人
に
い
れ
て
い
た
だ
い
て
、
ひ
じ
ょ
う
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。
こ
こ
の
山
村
調
査
以
外
に
も
、
他
の
多
く
の
山
村
を
訪
れ
る
機

会
を
つ
く
っ
て
山
村
の
勉
強
を
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
で
得
た
と
こ
ろ

は
い
つ
も
す
べ
て
庄
川
の
山
村
の
も
の
と
比
較
し
て
み
た
。

つ
ま
り
庄
川
の
谷
は
、
わ
た
し
の
四
十
年
に
わ
た
る
山
村
の
ホ
ー
ム
・

グ
ラ
ウ
ソ
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
関
連
し
た
参
考
書

や
賓
料
や
野
帳
や
原
稿
は
、
わ
た
し
の
身
長
よ
り
も
高
い
。
そ
し
て
か

え
り
み
て
い
ま
さ
ら
に
お
ど
ろ
く
の
は
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
庄
川
の

山
村
の
移
り
変
り
で
あ
る
。
谷
の
中
の
最
観
も
、
人
々
の
生
活
様
式
も

ま
る
で
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
会
構
造
も
山
村
民
の
心
理
状
態
も
変
っ

た
。
き
わ
め
て
親
し
い
人
々
も
数
多
く
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
人

々
の
世
代
も
ど
ん
ど
ん
変
っ
た
。

庄
川
の
谷
の
中
で
永
い
期
間
の
観
察
や
思
索
や
研
究
し
た
と
こ
ろ
を

書
き
残
し
て
お
く
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
喜
び
で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
の
山
村
に
お
け
る
す
で
に
亡
く
な
っ
た
ま
た
現
存
の
多
く

の
協
力
者
の
ご
好
意
に
報
ゆ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
思
う
し
、
ま
た
一
っ

の
地
域
、
そ
こ
に
お
け
る
一
群
の
社
会
の
変
遷
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し

て
お
く
こ
と
は
、
ネ
ウ
チ
の
あ
る
仕
事
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
執

箪
の
時
間
と
紙
数
の
制
限
の
た
め
に
、
本
書
で
と
り
あ
げ
る
主
題
を
―
―

つ
の
概
論
的
な
も
の
（
一
は
最
近
に
お
け
る
庄
川
の
山
村
の
変
革
の
概

要
に
つ
い
て
、
二
は
加
賀
藩
政
時
代
の
生
活
の
概
要
と
生
活
の
甚
礎
的

な
条
件
に
つ
い
て
）
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ニ

つ
の
紀
行
文
を
つ
け
加
え
た
。

他
の
市
柄
の
執
筆
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

11

人
間
お
よ
び
社
会
の
進
化
“
の
研
究
、
つ
ま
り
人
間
や
社
会
の
進

化
、
発
展
と
は
何
か
？
人
問
の
幸
福
と
は
何
か
？
そ
れ
を
実
現
す

る
跨
筋
を
た
ず
ね
る
こ
と
が
、
わ
た
し
の
生
涯
の
課
題
な
の
で
あ
る

が
、
こ
の
課
題
を
、
庄
川
の
山
村
の
生
活
や
人
間
の
心
の
変
革
の
中
に

た
ず
ね
た
試
論
が
、
本
書
の
著
作
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
成
功
し
た
と

は
思
わ
な
い
が
、
著
者
の
心
を
く
ん
で
頂
け
れ
ば
か
た
じ
け
な
い
。
」

庄
川
流
木
争
議
再
論
栗
山
直
隆
（
越
飛
文
化
1
5
号
昭
4

4

)

庄
川
流
木
事
件
（
庄
川
町
史
上
巻
昭
5

0

)

水
力
発
紺
所
建
設
の
歴
史
ー
祖
山
発
露
所
編
・
流
木
関
係
編

力
k
k
北
陸
支
社
（
社
報
「
ほ
く
り
く
」

223¥227
号
昭
5

2

)

飛
州
木
材
の
流
木
事
件
三
宅
睛
輝
（
文
芸
春
秋
人
物
読
本
）

関
西
電

1244 



越
中
の
庄
川
峡
谷
佐
藤
伝
蔵
（
地
学
雑
誌
大
6

)

五
箇
山
三
村
の
窮
状
（
宮
山
自
治
昭
7

)

越
中
五
箇
山
及
び
飛
騨
白
川
地
方
に
於
け
る
家
族
構
成
の
研
究

小
山
隆
（
高
岡
高
商
研
究
論
集
第
6
巻
第
2
号
昭
8

)

し
ゅ
う

越
中
五
箇
山
の
山
間
緊
落
の
生
活

越
中
五
ヶ
山
の
生
活

小
寺
廉
吉
（
地
理
教
育
創
刊
十
周
年
記
念
号
集
落
地
理
学
昭
9

)

し
ゅ
＇

越
中
五
ヶ
山
の
内
の
梨
谷
緊
落
の
研
究
ー
明
治
以
前

小
寺
廉
吉
（
地
理
学
評
論
1
0
ー
5
昭
9

)

越
中
五
箇
山
の
家
族
形
態
小
山
隆
（
地
理
教
育
創
刊
十
周
年
記
念
号
昭
1
0
)

五
箇
山
地
名
考
松
永
安
道
（
井
波
図
書
館
館
友
6
ー
8
昭
1
0
)

越
中
五
箇
山
に
於
け
る
住
の
研
究

正
木
隆
次
郎
（
高
岡
高
商
研
究
論
集
開
校
十
周
年
記
念
号
昭
1
0
)

越
中
農
家
の
形
態
圏
的
区
分
ー
五
箇
山
を
中
心
と
し
て

正
木
隆
次
郎
（
地
理
教
育
創
刊
十
周
年
記
念
号
昭
1
0
)

観
光
地
と
し
て
の
五
ヶ
山

小
寺
廉
吉
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ト
ヤ
マ
1
ー
1
昭
1
0
)

越
中
五
箇
山
に
於
け
る
家
族
の
変
遷

小
寺
廉
吉
（
地
理
学
評
論
1
0
|
6
昭
9

)

9

社
会

・
人
文
地
理

・
地
域
開
発

観
光

日

小
山
隆
（
高
岡
高
商
研
究
論
集
開
校
十
周
年
記
念
号
昭
1
0
)

越
中
五
ヶ
山
の
話
小
寺
廉
吉
（
高
志
人
2
1
6
.
7
昭
1

2

)

満
州
農
業
開
拓
民
富
山
県
経
済
部
編
（
昭
1

4

)

満
州
の
砺
波
郷
ー
そ
の
創
設
前
史

小
寺
廉
吉
（
高
岡
高
商
研
究
論
集
昭
1

9

)

五
箇
山
部
落
石
井
逸
太
郎
（
富
山
県
新
誌
所
収
昭
2

4

)

羽
幌
町
平
部
落
開
拓
史
平
武
雄
著

（
自
刊
昭
2
7•
北
海
道
を
探
る
創
刊
号
昭
5
7
)

観
光
の
五
箇
山
平
村
役
場
編
（
昭
2

8

)

大
家
族
制
度
の
研
究
米
沢
康
（
五
箇
山
研
究
ノ
ー
ト
昭
2
9
)

庄
川
に
学
ぶ
米
沢
康
（
五
箇
山
研
究
ノ
ー
ト
昭
2
9
)

山
村
の
変
容
過
程
ー
越
中
五
箇
山
の
場
合

村
松
繁
樹
（
人
文
地
理
7
1
1
昭
3

0

)

五
箇
山
山
村
の
研
究
ー
富
山
県
東
砺
波
郡
平
村

（
人
文
地
理
学
会
編
地
域
調
査
柳
原
書
店
刊
昭
3

0

)

本
編
は
大
阪
市
立
大
学
地
理
学
教
室
が
、
昭
和
二
十
七
年
よ
り
継
続

し
て
実
施
し
た
五
ヶ
山
調
査
の
報
告
で
あ
る
。
教
授
お
よ
び
学
生
の
班

別
調
査
と
研
究
が
、
主
題
ご
と
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

五
箇
山
平
村
の
地
理
的
性
格

部
落
構
造

・
共
同
労
働

・
山
林
共
有
地
に
つ
い
て

水
田
の
形
成
か
ら
み
た
山
村
の
体
系

新
し
い
開
拓
事
業

君

塚

進

水
津

郎

岩
田
村
松

繁
樹
慶
治
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五

箇

山

往

来

を

覗

く

大

家

族

制

の

経

済

的

基

礎

米

沢

康

（

五

窟

山

研

究

ノ

ー

ト

昭

3

4

)

総

合

開

発

に

お

け

る

地

理

学

的

な

若

干

問

題

ー

庄

川

流

域

の

事

例

小

寺

廉

吉

（

地

理

第

4
巻

第

12号
昭

3

4

)

成

果

を

あ

げ

る

虹

鱒

の

共

同

ふ

化

所

ー

五

箇

山

投

鱒

組

合

（

新

し

い

村

づ

く

り

全

国

農

山

漁

村

振

興

協

議

会

刊

昭

3

5

)

秘

境

の

五

箇

山

雑

記

ー

利

賀

村

と

水

無

に

つ

い

て

葉

山

緑

一

郎

（

産

業

の

宮

山

1

0

の

9
昭

3

6

)

山

村

の

生

活

ー

五

箇

山

の

利

賀

村

を

例

と

し

て

吉

沢

孝

治

（

自

然

と

社

会

27
.
28号
昭

3

7

)

五

箇

山

・

平

村

村

松

繁

樹

（

日

本

集

落

地

理

の

研

究

第

五

章

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

召

房

刊

昭

3

7

)

大

田

栄

太

郎

（

越

飛

文

化

7
号

昭

3

4

)

和

紙

製

造

と

五

箇

山

の

生

活

史

五

箇

山

に

い

た

る

ま

で

ー

―

つ

の

反

省

山

村

の

孤

立

性

ー

荘

川

白

川

と

五

箇

山

小

寺

廉

吉

（

現

代

地

理

講

座

2

昭

3

1

)

山
村
の
一
断
面
—
利
賀
村
に
つ
い
て

新

田

隆

信

（

宮

山

大

学

経

済

学

部

論

集

12昭
3

2

)

越

中

五

箇

山

ー

梨

谷

集

落

の

研

究

小

寺

廉

吉

（

宮

山

県

の

地

理

学

的

研

究

第

1
集

昭

3

3

)

僻

地

に

お

け

る

衛

生

状

態

の

現

状

と

そ

の

改

善

策

立

村

森

男

（

越

飛

文

化

7

号

昭

3

4

)

川

喜

田

二

郎

渡

辺

久

雄

飛

騨

白

川

大

家

族

制

の

歴

史

的

考

察

山

村

の

く

ら

し

ー

利

賀

村

奥

大

勘

楊

須

山

袢

子

（

宮

山

県

地

学

地

理

学

研

究

＾

囀

集

第

4
集

昭

3

9

)

祖

山

と

平

瀬

ー

泥

源

開

発

の

地

域

社

会

に

及

ぼ

す

人

口

学

的

影

想

小

山

隆

（

越

飛

文

化

11号
昭

3

9

)

地

租

改

正

を

め

ぐ

る

砺

波

の

殷

民

一

揆

石

崎

直

義

（

越

中

史

唆

第

30号
昭

4

0

)

山

村

人

口

の

社

会

的

移

動

ー

五

ヶ

山

地

域

の

人

口

流

出

に

つ

い

て

三

国

一

義

（

宮

大

経

済

論

集

14巻

3
.
4号
昭

4
4
)

五

箇

山

観

光

客

の

実

態

富

山

県

平

村

・

上

平

村

編

（

昭

4
4
)

変

わ

り

ゆ

く

五

箇

山

山

村
商

木

幹

雄

（

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

11本
の

村

落

と

都

市

昭

4
4
)

平

村

の

観

光

案

内

平

村

教

育

委

負

会

編

（

昭

4

5

)

五

箇

山

谷

の

変

容

新

藤

正

夫

(

n

本

地

誌

1

0

二

宮

困

店

刊

昭

4

5

)

白

川

郷

と

越

中

五

箇

山

郷

桜

井

正

信

（

山

国

の

街

遥

と

秘

境

文

化

有

峯

書

店

刊

昭

4

6

)

官

が

地

域

住

民

の

生

活

に

与

え

る

影

咽

竹

内

伸

一

ほ

か

（

地

域

開

発

問

題

研

究

一

―

―

集

昭

4

6

)

五

ヶ

山

の

生

活

史

と

そ

の

高

度

成

長

下

の

動

向

宮

口

桐

辿

（

地

域

開

発

問

姐

研

究

二

集

昭

4

7

)

西

陣

織

物

と

利

費

村

出

身

者

石

崎

直

義

（

宮

山

史

壇

第

52号昭

4

7

)

五

箇

山

で

考

え

た

こ

と

ー

動

態

的

山

村

研

究

序

迂

多

烈

秋

五

郎

（

越

飛

文

化

1

0

号

昭

3

8

)
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宮
口
侃
迪
（
越
飛
文
化
1
6
号
昭
4

7

)

平
村
観
光
開
発
計
画
概
要
苫
平
村
編
（
昭
4

7

)

五
ヶ
三
村
の
姓
と
屈
号
高
田
善
太
郎
（
捨
ャ
品
謀
）

低
山
村
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
プ
ー
ム
の
背
尿

中
尾
俊
雄
（
地
域
開
発
問
題
研
究
三
集
昭
4
8
)

利
賀
村
と
旧
大
長
谷
村
ー
行
政
上
の
地
域
指
定
に
よ
る
山
村
の
変
容
の
対

比
古
川
春
夫
（
地
域
開
発
問
姐
研
究
三
集
昭
4
8
)

平
村
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
開
発
構
想

平
村
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
開
発
構
想
研
究
会
編
（
昭
4
8
)

富
山
県
山
間
部
に
お
け
る
過
疎
化
の
進
行
と
過
疎
地
域
に
お
け
る
特
例
的

宮

n
個
辿
（
宮
山
貼
経
済
月
報
昭
4
8
.
6
月
号
）

渠
落
の
研
究

山
村
成
立
の
歴
史
と
民
俗
ー
富
山
県
に
お
け
る
事
例

石
崎
匝
義
（
地
方
史
研
究
127
号
昭
4

9

)

利
賀
村
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
宮
口
個
迪
（
地
理
1
9
巻
6
号
昭
4

9

)

五
ヶ
山
の
生
活
宮
口
個
辿
（
地
学
1
9
巻
7
号
昭
4

9

)

富
山
県
に
お
け
る
焼
畑
と
そ
の
将
来
性

本
多
啓
七
（
宮
山
県
地
学
地
理
学
＾
uHu
集
6
集
昭
4

9

)

山
問
地
域
に
お
け
る
村
落
の
性
格
把
掘
に
つ
い
て
の
一
試
論

宮
口
仙
迪
（
宮
山
県
地
学
地
理
学
点
集
第
6
集
昭
4

9

)

富
山
県
山
閻
部
に
お
け
る
過
疎
化
の
進
行
と
過
疎
地
域
に
お
け
る
特
例
的

染
落
の
研
究
宮
口
飼
辿
（
地
域
開
発
問
迎
研
究
4
集
昭
4

9

)

越
中
五
箇
山
の
観
光
開
発
ー
利
賀
村

・
平
村

目
次

太
田
博
太
郎

・
中
村
幸
安
（
山
村
振
興
調
査
会
刊
昭
4

9

)

山
間
梨
落
の
生
活
体
系
の
一
考
察

宮
口
飼
迪
（
地
理
学
評
論
4
8
呑

3
号
昭
5

0

)

高
度
成
長
期
に
お
け
る
庄
川
上
流
地
域
の
就
業
の
実
態
に
つ
い
て

宮
口
個
迪
（
早
稲
田
大
教
育
学
部
学
術
研
究
2
5
号
昭
5

1

)

東
海
北
陸
道
（
五
箇
山
地
区
）
建
設
効
果
調
査

（
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
宮
山
工
事
事
務
所
刊
昭
5

1

)

北
陸
の
一
山
村
社
会
に
お
け
る
人
口
流
失
と
挙
家
離
村
者
の
生
活
ー
利
賀

村
山
口
素
光
（
宮
大
日
本
栂
経
済
研
究
所
研
究
年
報
l
昭
5

1

)

北
陸
の
一
山
村
社
会
に
お
け
る
人
口
流
出
と
挙
家
離
村
者
の
生
活
ー
八
尾

町
大
長
谷
の
楊
合
山
口
素
光
（
宮
大
日
本
梅
経
済
研
究
所
年
報
JI
昭
5

2

)

北
陸
に
お
け
る
山
村
社
会
の
変
動
と
住
民
の
生
活
（
そ
の
1

)

ー
利
費
村

の
楊
合
山
口
素
光
（
宮
大
日
本
紺
経
済
研
究
所
研
究
年
報
園
昭
5

3

)

北
陸
の
一
過
疎
山
村
に
お
け
る
地
域
開
発
と
住
民
の
生
活
り
ー
利
賀
村
百

瀬
川
の
楊
合

山
口
素
光
（
宮
大
経
済
1

直
梨

24ー

3
昭
5

4

)

富
山
県
東
砺
波
郡
乎
村
下
出

・
高
草
嶺

・
東
中
江

・
入
谷
実
態
調
査
報
告

書
ー
家
族
と
村
落
の
構
造
と
そ
の
変
容
第
一

0
号
（
札
幌
大
学
社
会

学
油
習

・
研
究
部
刊
昭
5

4

)

第
一
立
調
査
の
課
題
と
方
法
。
第
二
京
平
村
下
出

・
高

訊
嶺

・
入
谷

・
東
中
江
の
北
海
追
移
住
。
第
三
京
平
村
下
出

・
商
草

似

・
入
谷

・
束
中
江
の
概
況
。
第
四
章
通
過
儀
礼
。
第
五
窃
家
族

の
構
造
。
第
六
章
村
落
の
構
造
。
第
七
京
言
語
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札
幌
大
学
宮
良
高
弘
教
授
の
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
家
族
と
村
落

の
栂
造
と
そ
の
変
容
を
調
査
テ
ー
マ
に
あ
げ
て
、
母
村
と
北
海
道
移

住
村
と
の
比
較
研
究
を
続
け
て
い
る
。

本
報
告
書
は
、
平
村
四
部
落
（
母
村
）
を
対
象
に
、
昭
和
五
十
―
―
―

年
夏
、
指
羽
教
授
と
学
生
二
十
七
名
が
民
家
に
合
宿
し
て
面
接
き
き

と
り
を
な
し
た
も
の
で
、
他
に
類
の
な
い
詳
細
な
民
俗
調
査
報
告
害

の
性
格
を
兼
備
し
て
い
る
。

移
住
村
羽
幌
町
平
地
区
の
調
査
は
翌
年
実
施
さ
れ
、
報
告
書
第
一

一
号
が
刊
行
さ
れ
た
。

村
を
考
え
る
平
村
役
場
編
刊
（
昭
5

4

)

五
箇
山
（
平
村
中
部

・
北
部
）
観
光
診
断
調
査
報
告
書

浅
香
幸
雄
（
平
村
役
褐
刊
昭
5

4

)

五
ヶ
山
山
村
に
お
け
る
屋
敷
配
闘
と
村
落
構
造

山
田
正
浩
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
2
8
昭
5

4

)

村
落
の
構
造
。
第
七

五
箇
山
を
考
え
る
小
寺
廉
吉
（
地
理
2
4
巻

7
号
昭
5

4

)

五
箇
山
山
村
研
究
セ
ソ
タ
ー
の
開
設
と
村
づ
く
り

闘
書
恒
遠
（
地
域
開
発
182
号
昭
5

4

)

北
海
道
苫
前
郡
羽
幌
町
平
地
区
実
態
調
査
報
告
書
ー
家
族
と
村
落
の
構
造

と
そ
の
変
容
第
一
―
号
（
札
幌
大
学
社
会
学
演
習
・
研
究
部
刊
昭
5
5
)

目
次
第
一
章
調
査
の
課
題
と
方
法
。
第
二
立
北
海
道
移
住
ー

第
一
節
富
山
県
平
村
出
身
者
。
第
三
章
羽
幌
町
平
の
概
況
。
第
四
章

通
過
儀
礼
。
第
五
章
家
族
の
構
造
。
第
六
章

言
語
ー
移
住
村
に
お
け
る
言
語
変
化

平
地
区
一

0
三
戸
の
う
ち
平
村
出
身
者
三
八
戸
に
つ
い
て
、
前
年

調
査
の
母
村
同
様
に
調
査
を
実
施
。
比
較
社
会
学
の
見
地
か
ら
研
究

が
な
さ
れ
た
報
告
書
で
あ
る
。

付
記

同
ゼ
ミ
の
富
山
県
内
母
村
調
査
報
告
書
は
、
第
九
号
西
砺

波
郡
福
光
町
坂
本
外
二
地
区
、
昭
5
3
刊
。
第
一
二
号
下
新
川
郡
入
善

町
目
川
外
二
地
区
、
昭
5
6
刊
が
あ
る
。

残
る
五
箇
山
の
習
俗
ー
母
村
と
北
海
追
移
住
村
と
の
比
較
研
究

佐
伯
安
一
（
北
日
本
新
聞
昭
5
5
、

7
、
3

)

開
拓
村
落
に
お
け
る
講
組
織
の
形
成
と
母
村
の
文
化
的
背
景
そ
の
1
、
そ

の
2

脳
田
和
喜
三
（
拓
殖
大
学
論
集
132
号
昭
5
6
.
137号昭
5

7

)

五
箇
山
観
光
案
内
高
桑
敬
親
（
自
刊
）

宮
山
県
過
疎
地
域
振
興
方
針
富
山
県
刊
（
昭
5
5
)

平
村
総
合
計
画
書
乎
村
役
場
編
刊
（
昭
5
6
)

平
村
総
合
計
画
書
（
実
施
計
画
）
平
村
役
場
編
刊
（
昭
5
6
)

平
村
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
計
画
書
同
推
進
協
議
会
刊
（
昭
5

7

)

五
箇
山
か
ら
の
北
海
道
移
住
の
背
景

屁
田
和
喜
三
（
拓
殖
大
学
研
究
年
報
l

号
著
者
ム
直
文
の
第
二
立
昭
5

7

)

章
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考
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著
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探
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西
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梨
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梨
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踊
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追
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岐
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螢
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岐
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史
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お
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ど
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仏
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滞
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叙
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高桑さんの素顔

多
年
に
わ
た
り

あ
り
ま
す
よ

っ
て
銀
杯
を
贈
り
富
山

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
三
日

富
山
県
知
事

商
桑
敬
親
殿

吉
田
実
同
l

県
表
彰
規
則
に
よ
り
表
彰
し
ま
す

あ
な
た
の
功
績
は
ま
こ
と
に
顕
著
で

文
化
の
振
興
に
貫
献
さ
れ
ま
し
た

五
箇
山
地
方
の
研
究
に
精
励
し
地
方

あ
な
た
は
表

彰

状

郷
土

そ
77 76 75の 74 73 

他
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高
桑
敬
親
さ
ん
は
平
村
上
梨
に
生
ま
れ
る
。
富
山
師
範
卒
業
後
、
大
正

十
五
年
東
中
江
尋
常
小
学
校
訓
導
を
ふ
り
出
し
に
、
三
十
余
年
問
小
中
学

校
に
勤
務
。
教
職
の
か
た
わ
ら
郷
土
史
研
究
を
続
け
る
。
昭
和
十
三
年
よ

り
円
浄
寺
住
職
。
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
病
没
せ
ら
れ
た
。

昭
和
初
年
五
箇
山
研
究
に
と
り
か
か
ら
れ
た
頃
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

研
究
素
材
が
目
に
入
り
、
史
料
発
堀
、
古
文
書
解
読
、
古
老
の
聞
き
と
り

等
、
意
欲
的
な
探
索
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
ず
、
民
謡
研
究
の
発
刊
が

先
行
し
、
続
い
て
方
言
研
究
、
五
箇
山
誌
稿

・
五
箇
山
史
考
と
相
次
い
だ
。

「
こ
き
り
こ
踊
」
が
復
活
し
「
民
謡
の
ふ
る
さ
と
五
箇
山
」
が
も
て
は
や

さ
れ
る
の
も
、
氏
の
功
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
お
お
き
い
。

民
謡
研
究
は
ず
っ
と
続
い
た
。
「
筑
子
の
起
原
考
」
を
も
っ
て
終
っ
た

よ
う
に
見
え
る
が
、
も
し
存
命
な
ら
、
さ
ら
に
追
考
が
世
に
出
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
保
存
会
を
発
起
し
会
長
を
つ
と
め
た
。

次
い
で
研
究
の
方
向
は
、
宗
良
親
王
研
究
の
五
箇
山
着
目
を
契
機
と
し

て
、
五
箇
山
の
吉
野
朝
史
探
索
に
移
る
。
そ
こ
か
ら
五
箇
山
南
朝
説
が
生

ま
れ
た
。

戦
後
は
五
箇
山
史
考
察
を
軸
に
し
て
、
史
料
史
実
の
採
集
が
多
様
多
岐

に
わ
た
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の
推
論

・
考
察
が
絶
え
問
な
く
念

頭
に
浮
び
出
て
、
鉄
節
を
持
つ
手
が
自
然
に
動
い
た
と
語
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
考
察

・
誌
稿

・
史
考

・
私
考

・
史
談

・
史
話
な
ど
、
類
似
題
名
が

略

歴

つ
き
、
執
咆
年
の
記
載
の
な
い
著
作
の
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

合
掌
造
り

・
真
宗
史

・
民
俗
資
料
が
相
次
い
で
脱
稿
し
た
。

晩
年
の
こ
ろ
、
五
箇
山
史
を
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
ら
と
持
ち
か
け
る

と
、
と
う
て
い
一
本
に
ま
と
ま
ら
ぬ
と
答
え
ら
れ
た
。
一
冊
一
冊
が
研
究

成
果
で
あ
り
自
身
の
研
究
史
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
膨
大
す
ぎ
て
と
て
も
再

構
成
で
き
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

刊
行
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
用
紙
節
約
の
極
細
字
手
害
き
ガ
リ
版
印
刷
で

あ
る
。
し
か
も
イ
ソ
ク
の
に
じ
む
五
箇
和
紙
だ
か
ら
、
読
め
な
い
箇
所
の

多
い
の
が
惜
し
ま
れ
て
い
る
。

生
前
、
こ
の
日
録
原
稿
を
お

nに
か
け
て
修
正
を
乞
う
た
が
、
本
人
自

身
で
さ
え
前
後
の
記
憶
が
な
く
、
手
持
ち
本
も
な
く
て
正
確
を
期
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

後
世
に
の
こ
る
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
桑
さ
ん
の
箸
作
に
掲
載

さ
れ
た
質
重
な
史
料
は
、
当
村
史
編
さ
ん
に
お
お
い
に
役
立
っ
た
。
ま
た

今
後
は
、
五
箇
山
研
究
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
史
料
提
供
と
、
出
典
根
拠

に
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

平
村
史
発
刊
を
み
な
い
で
逝
去
さ
れ
た
の
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

編
纂
委
且
高
桑
敬
親
先
生
の
略
歴
を
載
せ
て
、
功
絞
を
た
た
え
た
い
。
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